


























































































































































第 2 章では、 2種類の圧電トランスデューサに共通する評価方法として、音響ホログラフィ的
音場測定、有限要素法を用いた数値シミュレーション、レーザードプラ振動計による変位測定の
方法について述べている。
第 3 章では、単一の圧電材よりなる球殻状圧電トランスデューサの振動解析の結果及び考察を
述べている。詳細な解析の結果、超音波振動子に基本振動モード以外に不要な超音波成分が励振
されていることを示し、その伝搬特性を特定した。この成果は、圧電トランスデューサの設計指
針に寄与し、意図通りの音場を形成する技術の向上に貢献するものである。
第 4 章では、超音波治療用の新規アレイトランスデューサのための半球殻状圧電素子の振動解
析の結果及び考察を述べている。これは、圧電材の共振特性を、厚み共振ではなく幅方向の機械
的共振により得ることによって、素子の電気的インピーダンスが高いという従来の問題点を解決
する新発想の圧電素子構成である。 1 つの素子の挙動に関する解析的予測、数値解析及び音場測
定実験に基づき、新規構造のアレイトランスデューサとして実用レベルの集束音場を形成できる
ことが示されている。これは、新規な医用超音波デ、パイスの研究開発として重要な成果である。
第 5 章は結論である。
以上要するに本論文は、超音波治療用の球殻状圧電トランスデ、ューサについて、従来の問題を
解決することに寄与するものであり、医工学の発展に貢献するところが少なくない。
よって、本論文は博士(医工学)の学位論文として合格と認める。
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